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【ものづくり ・ 人づくり ・ 地域づくり】 2018 年度活動テーマ　～素材を活かしてわが家の味～

生協子ども基金 500252 にて毎週受け付けています、 ご協力の程宜しくお願い致します。

＼フードバンク茨城との連帯活動　こどもプロジェクト報告／

〝食べること〟は〝笑う事〟冬休み期間の子ども達へ笑顔を届けるサンタ PJ

　日々の食事を学校給食に頼っている子どもたち
に給食がなくなってしまう長期休業中に食べ物を
届けよう！というプロジェクトです。
茨城県では NPO 法人フードバンク茨城を中心に県
内の生協、NPO が力を合わせて取り組んでいる運
動です。
　記念すべき第 1 回は冬休み期間 !

「あなたが食べものを届けるサンタさんになって、
子ども達の笑顔を見守りましょう」を合言葉 12/2
～ 12/14 の期間に常総生協の組合員さんに呼びか
けを行いました。
　短い期間ではありましたが、なんと・・・８８．３

ｋｇの食品が集まりました。

≪梱包作業もお手伝いしてきました≫

● 12/17（月）末日聖徒イエス・キリスト教会　
牛久ワード
常総生協参加者：増本理事長、鈴木監事、木内常
務理事
総勢 30 名の参加でした。午前中は、事務所に保管
してある食品の移動と教会の 2 階の会場設営。午

後は、食品搬入の続き（常総生協も午後よりお手
伝い）。1 人 6 ㎏のお米を小分けし、204 人分つく
りました。
午後の作業は、お手伝いさんも多く集まり、2 時
間を予定していましたが、1 時間で終了しまし
た !(^^)!　　　　　　　（文責：常務理事　木内）

● 12/18（火）末日聖徒イエス・キリスト教会　
牛久ワード
常総生協参加者：増本理事長、伊藤専務理事
参加者総数 30 名以上集まりました。昨日の米に
続き、野菜、缶詰・レトルト類、お菓子など食品
ごとに袋つめし、最後にダンボールに詰めました。
ひたちなかへ持って行く、48 個分を、箱詰め。午
後から沢山のボラン
ティアが参加した甲
斐あって、作業はアッ
と言う間に終わりま
した。

皆さん物足りない様で、「残りの作業、やっちゃダ
メですか？」と意欲的でしたが、明日、明後日ま
でのボランティアの方々のために作業を取ってお
きたいとのことで、14 時解散でした。

FBI（フードバンク茨城）さんには、今回に限らず、
荷物を運ぶなど、常総生協のトラックを出して協
力していこうと思います。　（文責：理事長　増本）
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松戸の特別支援学校の子供たちが綿繰り体験を楽しみました！

　元理事長の村井さんが熱心に取り組んできた
「和綿」の栽培。常総生協でも和綿を育て、和
綿製品をつくったり、生協まつり等では綿繰り
体験のブースを実施したりと和綿の持つ魅力を
発信してきました。
　一方、被災地支援などで常総生協と一緒に取
り組んできた「ワーカーズコープちば」でも、
村井さんから渡された和綿の種を大切に育てて
おり、彼らのネットワークの中で松戸の矢切特
別支援学校で地域の皆さんと一緒に学校内の
畑で和綿を育てる取り組みを今年始めたそうで
す。今シーズンにはじけた和綿を学校の子供た
ちが収穫をし、それを綿繰り体験をさせたいと
常総生協に綿繰り機の貸出依頼がありました。

　ワーカーズコープちばの事業所のひとつであ
る松戸の「放課後等デイサービスみらい」のス
タッフが講師になって、特別支援学校の子供た
ちに綿繰り体験してもらうという企画であり、
常総生協も協力することになりました。
　この松戸の放課後等デイサービスみらいは、
常総生協の配達エリアにあります。11 月 13 日

（火）にこのエリアの配達を担当している滝本
さんが通常の配達便に綿繰り機２台を積んで出
発。配達ルート途中でランデブー。松戸の「み
らい」のスタッフの方に綿繰り機２台を貸し出
しました。

（供給部　滝本さん（右）が供給中に放課後等デイサー

ビスみらいのスタッフの方に届けてくれました。）

　特別支援学校では小学２年のクラスにおい
て、この綿繰り機を使って綿繰り体験と和綿を
つかった作品づくりを楽しみました。ふわふわ
の綿の感触や、綿繰り機をクルクルまわし、綿
と種が分離される様は子供たちを夢中にさせま
す。
▼和綿をつかった子供たちの作品▼

　子どもたちは、とても楽しい綿繰り体験と
なったそうで、多くの子どもがのめり込んでハ
マっていたようです。その時作った作品の写真
を送ってくれました。和綿の魅力が多くの方に
伝わってうれしいですね。

≪常総生協での来シーズンの和綿のとりくみ≫

　今、日本に輸入されている GM（遺伝子組み
変え）作物は、トウモロコシ、大豆、菜種、綿
の４種類です。大生産地であるアメリカ、イン
ドなどでは綿（洋綿）栽培の９割が GM 綿と言
われています。そんな中、日本の在来種である

「和綿」は、商業ベースにのることなく、GM と
は無縁の世界で日本の各地でひっそりと栽培を
され続けてきました。和綿は日本の風土にあっ
て育てやすく、柔らかなのが特徴です。
　
 　和綿を育て、糸にし、布にすることで、ふだ
ん着ているコットンの服がどのようにできてい
くのかを知る機会にもなります。　食育ならぬ、

「衣育」としても貴重な体験につながります。
　庭先やプランターでも栽培できます。また、
来シーズンは、藍の生葉をつかった草木染にも
組合員のみなさんと取り組んでみたいと思って
います。

（総務・経理 G　菅）
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